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2

蔵入貨物の後続業務

の可能化

共通 海上 第12回
第15回 WG 基本

Ⅳ-5-1-(3) 蔵⼊貨物の後続業務の可能化

・ 蔵⼊承認申請済の貨物について、⼀定期間経過後であってもシステムで後続業務を実施可能とする。

詳細仕様検討結果

１．蔵⼊後における後続業務の可能化については、実績の多い海上貨物を対象とし、実績の少ない航空貨物は対象外とする。
２．移⼊貨物については、在庫管理業務が複雑でありシステム化に馴染まないことから、対象外とする。
３．後続業務を可能とするため、その対象貨物については、蔵⼊後も貨物情報ＤＢにおいて管理を⾏う。
４．保税蔵置場毎に、蔵⼊貨物についてＮＡＣＣＳで蔵⼊承認後の貨物管理を ㋑ 「⾏う」、或いは、㋺ 「⾏わない」、のいずれかを

選択ができる仕組みとし 「⾏う」を選択した場合に、蔵⼊後も貨物情報ＤＢにおける管理を⾏い、後続業務を可能とする。
なお、当該選択については、あらかじめＮＡＣＣＳに登録を⾏うことを必要とする。

５．上記４で「貨物管理を⾏う」選択をした保税蔵置場においては、蔵⼊後において、以下のシステム処理を可能とする。
① 蔵⼊承認済貨物に関する搬出⼊ ② 蔵⼊承認済貨物の改装・仕分け ③ 蔵⼊承認済貨物情報の呼出し
④ 蔵⼊承認済貨物の保税運送申告 ⑤ 蔵⼊承認済貨物情報の照会

６．上記４で「貨物管理を⾏う」選択をした保税蔵置場に蔵置されている貨物については、蔵出申告時に、蔵⼊申請時の申告情報の
呼出しを可能とし、貨物情報のチェックを⾏う。

【 ※ 3.〜６．については、仕様の⼀部変更・新規追加 】

蔵⼊承認後におけるシステム処理イメージ

承認承認

＜保税蔵置場＞

蔵⼊貨物についてシステム
を利⽤して改装・仕分けや
保税運送を可能とする。

蔵出輸⼊申告

システムにより⼀貫して処理が可能
となるため、「輸⼊申告事項呼出し
（ＩＤＢ）」業務による呼出しが
可能になる。貨物個数等の訂正を
⾏うことなく蔵出輸⼊申告が可能。

輸⼊申告事項呼出し

※ 既存業務の当初輸⼊申告情報呼出し（蔵出輸⼊申告）も利⽤可能※ 既存業務の当初輸⼊申告情報呼出し（蔵出輸⼊申告）も利⽤可能

蔵⼊承認申請

＜通関業者＞ ＜通関業者＞ＮＡＣＣＳで蔵⼊承認
後の｢貨物管理を⾏う｣
選択をした保税蔵置場

Ⅵ 主な詳細仕様検討結果（業務共通）
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4

保税運送申告の

事項登録業務

・確認業務の新設

貨物 海上 第８回
ＷＧ

基本
Ⅳ-5-1-(2) 保税運送申告の事項登録業務・確認業務の新設

詳細仕様検討結果
２．「保税運送申告（ＯＬＣ）」業務

※利⽤者︓船会社、船舶代理店、ＣＹ、保税蔵置場、通関業、海貨業、ＮＶＯＣＣ

ＯＬＡ

保税運送申告事項登録

ＯＬＡ１１

保税運送申告
事項登録呼出し

ＯＬＣ２０

保税運送申告
（事項登録あり）

ＳＯＴ

保税運送申告
（承認）変更

保税運送申告
⼊⼒控情報

①簡易審査扱い
②書類審査扱い

保税運送承認
通知情報

保税運送申告
控情報

保税運送承認
貨物情報

保税運送承認
情報

① ②

次期においては 現⾏の業務に加え事項登録業務及び呼出し業務を新たに作成し、申告内容を事前に確認できるようにする。

貨物情報
ＤＢ

業務仕様の概要

１ 事項登録業務である「保税運送申告事項登録（ＯＬＡ）」業務を新設し、保税運送申告情報の事前登録・保存を可能とする。

２ ＯＬＡ業務の利⽤は選択可能とし、従来通りの「保税運送申告業務（ＯＬＣ）」業務での保税運送申告も可能とする。

３ 呼出し業務である「保税運送申告事項登録呼出し（ＯＬＡ１１）」業務を新設し、ＯＬＣ２０業務 (次項参照) 実施前に、ＯＬＡ業務
でシステムに登録済の保税運送申告情報、⼜はシステムに登録されている貨物情報の呼出しを可能とする。

４ ＯＬＡ業務による事項登録後、事項登録時専⽤の申告業務である「保税運送申告（事項登録あり)(ＯＬＣ２０）」業務を新設し、事項
登録内容を利⽤した保税運送申告を可能とする。

５ ＯＬＡ業務にて登録した保税運送申告情報は、ＯＬＣ２０業務実施までの間に訂正できる。

６ ＯＬＣ２０業務において搬⼊時申告、搬⼊時個別運送、搬⼊時特定保税運送または開庁時申告を選択した場合、当該申告の⾃動起動前
であれば、ＯＬＡ１１業務による保税運送申告情報の呼出しと、ＯＬＡ業務による訂正を可能とする。

７ ＯＬＡ業務、ＯＬＣ２０業務で登録した内容は、「保税運送申告照会（ＩＯＬ）」業務において照会可能とする。

Ⅵ 主な詳細仕様検討結果（通関）
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6

B/L番号入力仕様の見直し

貨物 海上 第13回
ＷＧ

基本
Ⅳ-6-8 Ｂ／Ｌ番号⼊⼒仕様の⾒直し（１）︓ 35桁化

・ Ｂ／Ｌ番号の⼊⼒について、ＮＡＣＣＳ⽤船会社コード（４桁）+３１桁 の 計３５桁 までの⼊⼒を可能とする。

詳細仕様検討結果

項
番

業務
コード 業務名称 項

番
業務

コード 業務名称

１ ＣＨＪ 貨物情報仕分け 13 ＳＣＲ 簡易貨物情報登録

２ ＣＨＵ 貨物取扱登録（仕合せ） 14 ＳＯＴ 保税運送申告（承認）変更

３ ＳＨＳ 貨物取扱登録（改装・仕分け） 15 ＡＨＲ 出港前報告（ハウスＢ／Ｌ）

４ ＣＰＣ 不開港出⼊許可申請 16 ＡＭＲ 出港前報告

５ ＢＩＸ システム外搬⼊確認取消 17 ＣＨＲ 出港前報告訂正（ハウスＢ／Ｌ）

６ ＢＩＢ システム外搬⼊確認（輸⼊貨物） 18 ＣＭＲ 出港前報告訂正

７ ＣＹＢ システム外ＣＹ搬⼊確認（コンテナ単位） 19 ＣＭＦ０１ 積荷⽬録情報訂正（積荷⽬録提出業務前）

８ ＣＹＤ システム外ＣＹ搬⼊確認（Ｂ／Ｌ単位） 20 ＣＭＦ０２ 積荷⽬録情報訂正（積荷⽬録提出業務後）

９ ＣＹＤ０１ システム外ＣＹ搬⼊確認（Ｂ／Ｌ単位）（事前登録） 21 ＭＦＲ 積荷⽬録情報登録

10 ＮＶＣ０１ ハウスＢ／Ｌ貨物情報登録（登録、訂正、削除） 22 ＩＤＡ 輸⼊申告事項登録

11 ＮＶＣ０２ ハウスＢ／Ｌ貨物情報登録（関連付け） 23 ＩＤＡ０１ 輸⼊申告変更事項登録

12 ＯＬＣ 保税運送申告 24 ＳＷＡ シングルウィンドウ輸⼊申告事項登録

Ｂ／Ｌ番号の35桁⼊⼒が可能となる業務は、下表のとおり。

Ⅵ 主な詳細仕様検討結果（海上貨物）
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共通 海上 第13回
ＷＧ

基本
Ⅳ-6-8 Ｂ／Ｌ番号⼊⼒仕様の⾒直し（２）︓ 仕分け（仕合せ）・内取り

・ 仕分け（仕合せ）業務を実施した際の取扱枝番について、仕分（仕合）親の取扱枝番を引き継ぐ仕様とする。
・「貨物取扱登録（改装･仕分け）（ＳＨＳ）」業務に新たに区分を設け、内取りを可能とする。

詳細仕様検討結果

・「貨物取扱登録（改装･仕分け）（ＳＨＳ）」業務は「仕分前貨物管理番号」、「貨物情報仕分け（ＣＨＪ）」業務は
「仕分前Ｂ／Ｌ番号」を仕分親番号とし 、直前の仕分親番号に対し取扱枝番が払い出される。

・次期仕様においては、 「貨物取扱登録（改装･仕分け）（ＳＨＳ）」業務で
内取りの実施を可能とする。
ＳＨＳ業務、仕分数の項⽬に新たに「内取り︓0（ゼロ）」の区分を設ける。

・繰返し部に「内取元」と「内取りをする分」の２つの情報を⼊⼒する。
内取元についてはＢ／Ｌ番号を変更せず、内取りの度に内取りをする分の貨物に
ついて、枝番を付与して貨物情報を作成する。

仕分親

ABCD100 ABCD100B

ABCD100A ABCD100AA

ABCD100AB

ABCD100ABA

ABCD100ABB

仕分け① 仕分け② 仕分け③

枝番の付与はＡ→Ｖ、その後ＡＡ→ＶＶの順

※枝番にＩ・Ｏ（オー）・Ｗ・Ｘ・Ｙ・Ｚは使⽤しない。

内取仕様
貨物取扱登録（改装･仕分け）（ＳＨＳ）業務画⾯

・「貨物取扱登録（仕合せ）（ＣＨＵ）」業務についても、直前の先頭に⼊⼒された輸出管理番号に対し取扱枝番が払い出される。

例︓仕分けのフロー

Ⅵ 主な詳細仕様検討結果（海上貨物）
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保税運送承認番号の

複数件入力について



貨物 海上 第11回
ＷＧ

基本
Ⅳ-6-他 保税運送承認番号の複数件⼊⼒について

・「システム外搬⼊確認（輸⼊貨物）（ＢＩＢ）」業務において、複数のボートノートでの同時搬⼊の場合、保税運送承認
番号欄の⼊⼒桁数が１１桁であり全てのボートノート番号が⼊⼒できないため、必要な改善を⾏う。

詳細仕様検討結果

「システム外搬⼊確認（輸⼊貨物）（ＢＩＢ）」業務の保税運送承認番号欄の⼊⼒桁数を３０桁に増やすことにより、
複数のボートノート番号の⼊⼒を可能とする。

⼊⼒桁数を３０桁に増やす

保税運送承認番号の桁数増加に伴い、下記のオンライン業務及び管理資料のレイアウト変更等を実施する。

・輸⼊貨物情報訂正業務【ＳＡＩ／ＳＡＩ１１】
・システム外搬⼊確認取消業務（呼出し）【ＢＩＸ／ＢＩＸ１１】
・貨物情報照会業務（⼊出庫管理情報）【ＩＣＧ】
・Ｇ０１ 輸⼊貨物搬出⼊データ【管理資料】
・Ｇ０２ 輸出貨物搬出⼊データ【管理資料】

Ⅵ 主な詳細仕様検討結果（海上貨物）
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海上システムにおける

航空貨物の取扱いの廃止



共通 航空
海上

第10回
ＷＧ

基本
Ⅳ-3 海上システムにおける航空貨物の取扱いの廃⽌（概要）

・ 海上機能で航空貨物を取扱う機能を廃⽌し、海上貨物は海上機能で、航空貨物は航空機能で処理することを原則とする。
（海上／航空の両機能間で情報連携機能が必要なイレギュラーケースについては、当該機能を提供する。）

詳細仕様検討結果

・ ＮＡＣＣＳは、上流〜下流まで⼀連の業務を連携して処理することが⼤きなメリットであるが、航空貨物を海上機能で処理する
ことを可能としているため、貨物情報の分断が⽣じる等、本来のメリットが損なわれる状況となっている。

・ 現在、航空機能を導⼊していない空港地区において航空機能を導⼊することによって、電⼦化の進展による事務の効率化や
ペーパーレス化を図ることができる。

１．海上機能で航空貨物を取扱う機能を廃⽌し、海上貨物は海上機能で、航空貨物は航空機能で処理することとする。
２．イレギュラーケースである以下の２ケースについては、情報の継続性を確保するため、新規業務により情報連携を可能とする。

① 当初は海上貨物として輸出する予定であったが、許可後急遽、航空貨物として輸出する場合
② 船舶から仮陸揚げされた海上貨物を、航空貨物として積み戻す場合

海上／航空の両機能間で情報連携を⾏うための新規業務の概要

業務コード 等 ＣＨＧ１１︓貨物情報切替登録呼出し（⼊⼒者︓保税蔵置場、通関業、海貨業、ＮＶＯＣＣ）

主 な 機 能 ①新規登録時の呼出し︓海上貨物（輸出管理番号）から切替後の航空貨物に必要な情報（個数、重量等）を呼び出す。
②訂正・取消の呼出し︓ＣＨＧ業務にて登録した航空貨物（Ｂ／Ｌ番号）を⼊⼒し、情報を呼出す。

業務コード 等 ＣＨＧ︓貨物情報切替登録（⼊⼒者︓保税蔵置場、通関業、海貨業、ＮＶＯＣＣ）

主 な 機 能

①新規登録︓輸出管理番号と切替後の航空貨物の情報を⼊⼒し、航空貨物情報を作成する。なお、航空貨物情報作成後は、海上貨物に対する
業務更新を不可とし、航空貨物については「貨物情報切替確認情報（ＣＨＨ）」業務が実施されるまで業務更新を不可とする。

②訂正︓ＣＨＧ業務にて登録された航空貨物情報を⼊⼒し、航空貨物情報を更新する。なお、ＣＨＨ業務が実施されるまでの間は訂正可能。
③取消︓輸出管理番号とＣＨＧ業務にて登録したＡＷＢ番号を⼊⼒し、航空貨物情報を削除する。なお、⼊⼒された海上貨物はＣＨＧ業務

実施前の状態に戻し、ＣＨＨ業務が実施されるまでの間は取消可能。

業務コード 等 ＣＨＨ︓貨物情報切替確認情報（⼊⼒者︓保税蔵置場）

主 な 機 能 ＣＨＧ業務にて登録された情報を確認した旨を登録する。航空貨物情報についてはＬＤＲ情報を出⼒し、貨物の搬出を⾏う。
また、ＣＨＨ業務を契機にＣＨＧ業務での訂正・取消を実施不可として、海上貨物情報を削除する。

Ⅵ 主な詳細仕様検討結果（業務共通）
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ＡＷＢ情報登録等
（ＡＣＨ／ＨＣＨ）航空ｼｽﾃﾑ

海上ｼｽﾃﾑ

貨物確認情報登録等
（ＰＫＧ／ＨＰＫ）

保税運送申告
（ＯＬＴ）

搬出確認登録
（ＯＵＴ）

システム外搬⼊確認
（ＢＩＢ）

輸⼊申告
（ＩＤＡ／ＩＤＣ）

貨物情報が途切れることから、海上システム参
加蔵置場にて改めて貨物に係る全項⽬を⼊⼒。

■ 航空機で到着した貨物を海上システムで輸⼊申告している場合

海上システム航空システム

システム外保税運送到着確認
（ＣＡＴ）

貨物情報が⼀旦
途切れてしまう

輸出貨物情報登録
（ＥＣＲ）海上ｼｽﾃﾑ

航空ｼｽﾃﾑ

搬⼊確認登録
（ＢＩＣ）

輸出申告
（ＥＤＡ／ＥＤＣ）

搬出確認登録
（ＢＯＣ）

個別搬⼊確認登録
（ＢＩＩ）

搭載完了
（ＣＬＢ／ＣＬＥ）

貨物情報が途切れることから、A/L蔵置場にて
改めて貨物に係る全項⽬を⼊⼒。

■ 航空機に搭載して輸出する貨物を海上システムで輸出申告している場合

貨物情報が⼀旦
途切れてしまう

◆ ⾒直し対象となる現⾏の運⽤

（参考）海上システムで航空貨物を扱う機能の廃⽌に伴う影響（概要）
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輸出貨物情報登録（ＣＤＢ／ＣＤＢ01）業務 (航空システム⽤画⾯) 輸出貨物情報登録（ＥＣＲ）業務 (海上システム⽤画⾯)

・輸出貨物情報の新規登録
・搬⼊伝票番号の登録または払い出しを⾏い、後続の搬

⼊確認業務をその番号でまとめて⾏うことができる
・⼊⼒項⽬数︓２３項⽬
・５０件の貨物情報をまとめて登録可

◆ 次期 航空システムへ参加し、輸出貨物情報登録（ＣＤＢ／ＣＤＢ０１）業務を実施する

（参考）海上システムで航空貨物を扱う機能の廃⽌に伴う影響（輸出業務）

・⼊⼒項⽬数︓３９項⽬
・１件ずつの登録

14

搬⼊確認登録（ＢＩＣ）業務 (海上システム⽤画⾯)⼀括搬⼊確認登録（ＢＩＬ／ＢＩＬ０１）業務 (航空システム⽤画⾯)

「輸出貨物情報登録（ＣＤＢ）」業務で払い出された搬
⼊伝票番号を「⼀括搬⼊確認登録呼出し（ＢＩＬ）」
業務で⼊⼒すると本業務へ遷移する

◆ 次期 航空システムへ参加し、⼀括搬⼊確認登録（ＢＩＬ／ＢＩＬ０１）業務を実施する

（参考）海上システムで航空貨物を扱う機能の廃⽌に伴う影響（輸出業務）
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搬出確認登録（ＢＯＣ）業務 (海上システム⽤画⾯)搬出確認登録（ＥＸＡ／ＥＸＡ０１）業務 (航空システム⽤画⾯)

◆ 次期 航空システムへ参加し、搬出確認登録（ＥＸＡ／ＥＸＡ０１）業務を実施する

（参考）海上システムで航空貨物を扱う機能の廃⽌に伴う影響（輸出業務）

・搬出先、積込港、搬出区分、ＡＷＢ番号を「搬出確認登録
（ＡＷＢ・ＨＡＷＢ単位）呼出し（ＥＸＡ）」業務で⼊⼒する
と本業務へ遷移する

・搬出先欄︓保税地域コードを⼊⼒
・積込港欄︓ＩＡＴＡコードを⼊⼒

（コードはＮＡＣＣＳ掲⽰板業務コード集へ掲載）
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システム外搬⼊確認登録（ＢＩＢ）業務 （海上システム⽤画⾯）搬⼊確認登録（システム対象内保税運送）（ＢＩＮ／ＢＩＮ０１）業務
（航空システム⽤画⾯）

「搬⼊確認登録（システム対象内保税運送）呼出し（ＢＩＮ）」
業務で保税運送申告番号等を⼊⼒すると、搬出確認されている保
税運送情報（搬⼊予定の貨物）が呼び出され、本業務へ遷移する

◆ 次期 航空システムへ参加し、搬⼊確認登録（ＢＩＮ／ＢＩN０１）業務を実施する

（参考）海上システムで航空貨物を扱う機能の廃⽌に伴う影響（輸⼊業務）

次期では以下が不可となる
・Ｂ／Ｌ番号欄︓航空貨物の場合⼊⼒している「ＡＩＲ０」は

⼊⼒不可
・船舶欄︓航空貨物の場合⼊⼒している「到着便名」は

⼊⼒不可
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（参考）海上システムで航空貨物を扱う機能を廃⽌に伴う影響（輸出業務）

上記は次期では実施不可となる
18

共通 航空
海上

第10回
ＷＧ

基本
Ⅳ-3 海上システムにおける航空貨物の取扱いの廃⽌（イレギュラーケースの対応）

詳細仕様検討結果

搬⼊前 保税蔵置場 航空会社保税蔵置場
貨物情報登録 搬⼊ 申告 積地変更 貨物情報切替・搬出 搬⼊確認 搭載

通
関
業

保
税
蔵
置
場
航
空
会
社

① 当初は海上貨物として輸出する予定であったが、許可後急きょ航空貨物として輸出する場合

② 船舶から仮陸揚げされた海上貨物を航空貨物として積み戻す場合

輸出貨物情報登録
ＥＣＲ

搬⼊確認登録
（輸出未通関）

ＢＩＣ

輸出申告
ＥＤＡ／ＥＤＣ

ＣＨＨ

搭載完了登録
ＣＬＢ

⼀括搬⼊確認登録
ＢＩL

輸出許可変更
ＥＡＡ／ＥＡＣ

海上貨物から航空貨物への切替えを⾏う。
ＣＨＧ１１で海上の輸出管理番号を⼊⼒して情報を呼出し、
ＣＨＧで切替後のＡＷＢ番号に対する貨物情報を登録する。

ＣＨＧ１１／ＣＨＧ

ＬＤＲ

保税蔵置場管理者による貨物切替の確認登録（ＣＨＨ）
を実施する。
ＣＨＨ業務にて貨物を⾃動搬出し、ＬＤＲ情報を作成す
る。本業務が実施されるまではＣＨＧによる訂正・取消
は可能。

ＬＤＲにより、⼀括搬⼊を⾏う

ＣＹ 保税蔵置場 航空会社保税蔵置場
搬⼊・搬出 搬⼊

デバンニング
保税運送申告

（仮陸揚貨物） 貨物情報切替・搬出 搬⼊確認 搭載

通
関
業

保
税
蔵
置
場
航
空
会
社

搬⼊確認登録
（保税運送貨物）

ＢＩＡ

搭載完了登録
ＣＬＢ

⼀括搬⼊確認登録
ＢＩL

ＣＹから ＣＨＨ

ＣＨＧ１１／ＣＨＧ

ＬＤＲ

海上貨物から航空貨物への切替えを⾏う。
ＣＨＧ１１で海上のＢ／Ｌ番号を⼊⼒して情
報を呼出し、ＣＨＧで切替後のＡＷＢ番号に
対する貨物情報を登録する。

ＬＤＲにより、⼀括搬⼊を⾏う

保税運送申告（⼀般）
ＯＬＴ０１

保税蔵置場管理者による貨物切替の確認登録
（ＣＨＨ）を実施する。
ＣＨＨ業務にて貨物を⾃動搬出し、ＬＤＲ情
報を作成する。本業務が実施されるまではＣ
ＨＧによる訂正・取消は可能。

ＣＨＧ１１／ＣＨＧ

Ⅵ 主な詳細仕様検討結果（業務共通）
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